






要約 マス・スクリーニング(マス)による神経芽腫発生動態の変化を知るため小児人口 100

万対の患者発生率を検討した。 

O～14 歳小児における発生率は 12.O で,前期(1982～84),中期(1985～87),後期(1988～90)

では 8.6,12.8,13.9 と上昇した。マス受診以後の年齢である 1歳以降では発生率の減少は

現在のところ見られなかった。 


